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スギ林の生長について
1. は じ め に

沖縄本島北部には ,所々にスギ林が散見される

浴 ,そ)tらの′t兵は見た所さして良好とは云えな

いようである｡

丁度 ,1965年8月に安田公有林内で,広壮樹の

調査に従事中,宮城定光氏所有の立派なスギ林を

見せて 頂いたが､ 外観上の/L=.長も すぼ らしいの

で､実際に材稽及び/卜艮畳の調査を行った｡

本調査地のスギ林は ,国頭村安田幸地川にあっ

て.安田公有林を宮城定光氏が300坪余り借用 し,

その中の200坪程に ,2年牛の苗木を 1956年 2月

11日に植栽 したわけである (当年生であるか 2年

牛であるかほ宮城氏の記憶は定かでないが ,一応

2年牛とした)｡

スギは谷川に沿 うて,rfl約10m～15m ,長さ約

50mに亘って植栽されており,谷川の近くでは/ド

長も非常に良好だか ,嶺に向うと生長は急激に悪

くなっている｡僅か15m前後の巾の中でも/上長の

差があり,土壌並びに地形等が大きく作用 してい

ると思われるが (この事は今後の施業面で幾多の

調査が必要だと考えられる)か ゝる点は今回は触

れない由こして,牛長の状態a:みを現時点に机 ､

て把捉することにした｡

以下調査結果について順次考察を加えることに

する｡尚,梁料の-一部は琉球林業試験場津波古充

満氏に提供 して頂いた｡厚 く感謝申し上げたい｡
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2.本 数

胸高直径階別立木本数を表示すると,第 1表な

らびに第 2表のようになる｡第 1表は調査地全休

についてのものであり,第 2表は単位面積当りの

数値を求めるために,谷川に沿って10mxlOmの

大きさの標準地を3ヶ所設置調査 して,その平均

を表示 したものである｡

第 2表 10mxlOm内の直径別立木本数
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第2表の本数を ha当りに 換算するためには ,

それぞれの直径階の本数を 100倍すれは求められ

る｡即ち,6C叫ま433本 ,8C仇は800本-････14C叫ま

167本で,ha当り3433本となる｡

3.材 横

材積を求めるためには材精麦が必要だが ,材積

慕:′1二製に必要な標本木 8本の必要因子を測定し,

これ らの値を第 3表に示 した｡

第 3表 標本木の各種測定値

第 4表は ,第 3表の値を用いて計算した材積表

である (材横式はlogVニー3.3726+2.0340logD

で表わせる)0
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普通材稲妻は,材横を胸高直径と樹高の歯数と

して表わ したものが多いが (3変数の材環表),

第 4蓑は 2∠文数の材積表 ,即ち,材積を胸高直径

のみの曲数として表わ してある｡

第4表 スギ立木幹材々穣表

即ち, 立木を伐採することが 出来なかったの

で,樹高は 0.5m括約で測定し,正確を期し得な

かったからである｡

第4表の値を用いて調査地及びha当り 材横を

求めると,前者は12n3,後者は 154nEと計算され

る｡

4.生 長 量

こゝでいう生長量とは =1年間にどの位の生長

をするか"を表わす連年生長量である｡

生長量は生長錐を用いて調査したが,3本の標

準木 (径級を大中小に分けて各 1本宛)に生長錐

を挿入し,木調査地の凡その生長量を予測するこ

とにした｡生長錐調査の結果は 第5表に示 してあ

る｡

第 5表 皮厚と年輪巾

先づ ,材積生長量を予測するために, 第5表の
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伯を用いて,直径生長量の回構式を計算したが,

-L･の式は 1-0.2231+0.0426Xで表わされる｡こ

ゝにⅩは直径,Ⅰは直径生長量である｡即ち胸高

直径4C爪のとき直径生長量は 0.3935C仇､胸高直径

10C冊のとき0.649lc爪,胸高直径20C仇のとき1.0751

c妃と生長量は計算される｡

上記回帰式と第4表材積表の値から, 材積生長

量を計算すると,調査地の生長量は 1.5457は,ha

当りでは 20.17Tiとなる｡即ち ha当りで現在1年

間に207n3の生長量があるということである.尚生

長率は13%と計算される (20.1/154×1(氾)0

5.お わ リ に

いままで述べて来た事をまとめると次のように

なる｡

1)樹令は11年である｡

1)調査地全体の材積は1271tで,ha当りでは

1547TEである｡

m)年生長量は,調査地全体で 1.5457TC,ha

当りでは20.1171であって,生長率は13%で

ある｡

Ⅳ)内地のスギとの生長埠校のため第6表を掲

げた(森林家必携p308-p310より抜すい)

因みに.本調査地の平均直径 (算術平均)

は9.6cn,平均樹高 (算術平均)は 11.1m

である｡

第 6表との比較において本調査地のスギ林

の生長の良いことが分る｡

以上生長量についてのデータを掲げたが,適地

を選べば生長も良好であるから,民間でもスギ造

成に現在以上の熱意を示しても良いのではないか

と考える｡

(砂川季昭)


